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研究成果の概要：本研究は、木卡姆の様式が１２曲の木卡姆が１セットになる１２木卡姆に集

約されることから、１２木卡姆に至る展開のプロセスを追うことであった。その結果、哈密木

卡姆と刀郎木卡姆に共通する楽器の形態、ダプの演奏などから、木卡姆のオリジン的様式が、

哈密と麦盖堤に伝承され、新しい１２木卡姆への展開は、哈密と麦盖堤に今日伝承される木卡

姆の様式を原点として、楽曲構成、新しい楽器の使用、楽器の改良が行われてきたのではない

かということが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
中国新疆維吾爾自治区には、維吾爾族の

人々に伝承されている、“木卡姆”とよばれ
る総合芸術がある。木卡姆は、器楽、声楽、
舞踊から成立し、今日も継承のみならず、新
しい進展を続けている。新疆において、演奏
される木卡姆の音楽様式の展開と継承のモ
メントは何か、また、アジアにおける合奏音
楽における木卡姆の特質解明を目的として、
本研究に着手した。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、現代の木卡姆の音楽様式研究で 

あるが、木卡姆の完成度をより高くすべく、 
種々の試みがなされているように見える。木
卡姆における展開の一つが、使用楽器におい
て、見ることができるので、楽器編成を軸に
して、木卡姆の継承と進展を捉えることを着
眼点とした。 
 木卡姆は、烏魯木斉市の新疆木卡姆芸術団
の演奏を頂点として、頂点に至る各地の木卡
姆が伝承されてきた。各地域に伝承、継承、
展開する木卡姆の実態をフィールドワーク
して、各地域の特質を研修し、地域的木卡姆
から、烏魯木斉市のプロ芸術団へ至る木卡姆
展開のプロセスを追い、新しい芸術創造の姿
に迫ることを目的とした。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
木卡姆の実態把握のため、フィールドワー

クを行い、木卡姆演奏を録音録画し、楽器編
成、演奏法などについて記録を作成した。 
３年の研究期間では、資料収集も十分とは

いえないが、維吾爾族の人たちが多く生活す
る天山山脈以南、タクラマカン砂漠を取り巻
く地域において、地域的特徴を持つ木卡姆を 
調査することにした。 
 調査は、はじめに独自の様式を持つ麦盖堤 
の刀郎木卡姆からはじめ、喀什、吐魯番、鄯
善、哈密、伊宁を調査地に選び、各地の独自
のスタイルの収録をめざした。 
 なお、調査は、個人的レベルではなく、新

疆維吾爾自治区文化庁と連携を取り、調査地
域の選定などをおこない、実施した。 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
木卡姆の様式は、１２曲の木卡姆が１セッ

トになる１２木卡姆に集約され、１２木卡姆
に至る展開のプロセスを追うことであった。 
 麦盖堤の刀郎木卡姆は、９曲の木卡姆が１
セットとなる様式で、使用する楽器も１２木
卡姆と名称は一致するが、異なる形態を有し
ていた。刀郎木卡姆は、ギジャック、ラワッ
プ、カールンおよびダプで演奏され、とくに
ギジャックとラワップの形態は、１２木卡姆
において使用される、同名の楽器の原型では
ないかと仮定した。 
 麦盖堤は、新疆維吾爾自治区の西端に近く、 
東の哈密木卡姆とは対照的な地理的位置に
ある。哈密においても、ラワップは、哈密独
自の形態ではあるが、刀郎木卡姆との構造上
の共通点も見ることができる。過去において、
新疆維吾爾自治区には、麦盖堤、哈密におい
て、今日演奏されているラワップが分布して
いたのではないか。今日のラワップは、哈密、
麦盖堤で演奏されるラワップの改良、された
姿であろうと仮定したい。 
 哈密木卡姆に用いられるギジャックは、中
原の二胡の形態に類似し、１２木卡姆のギジ
ャック、刀郎木卡姆のギジャックと弓奏する
という共通点を持つが形態は異なる。 
 哈密は、新疆維吾爾自治区の東端に近く、 
中原の音楽文化の影響を考えるうえで、貴重 
な例ではないかとも考えられる。哈密木卡姆
の特徴にダプを複数の女性が演奏するとの
ことであった。本調査においても、実態を把
握すべく、フィールドワークを予定したが、
天候不純のため、現地へ行くことが不可能に
なり、今後の課題として残された。 
 ダプを複数の奏者が演奏する現象は、哈密
木卡姆、刀郎木卡姆にも共通する。 
 哈密木卡姆と刀郎木卡姆に共通する楽器
の形態、ダプの演奏などから、木卡姆のオリ
ジン的様式が、哈密と麦盖堤に伝承され、新
しい１２木卡姆への展開は、哈密と麦盖堤に
今日伝承される木卡姆の様式を原点として、
楽曲構成、新しい楽器の使用、楽器の改良が
行われてきたのではないか。 



 木卡姆には、維吾爾族の楽器のほかに、伊
宁、吐魯番ではヴァイオリンも加わっており、 
楽器編成の拡大をみると、木卡姆の旋律を演
奏可能な楽器であれば、種類を問わず受け入
れるという思想があると考えられる。 
 木卡姆は、今日伝承される刀郎木卡姆、哈
密木卡姆をベースに、新様式を創造しつつ、
現在も展開している総合芸術であると位置
づけることが可能である。 
 
（付） 
Ａ．木卡姆の楽器編成 
１．刀郎木卡姆の楽器編成 
弦鳴楽器 

   リュート属 
    ラワップ、ギジャック 
    チター属 
        カールン 
   膜鳴楽器  
    ダプ 
 
２．新疆木卡姆芸術団の楽器編成 
 弦鳴楽器  

   リュート属 
    ラワップ、ドッタル、タンブル、 

ギジャック、ホシタル 
     チター属 
    チャン、カールン 
  膜鳴楽器  
    ダプ、ナグラ 
  気鳴楽器 
    ネイ 
 
Ｂ．木卡姆の楽曲構成 
１．刀郎木卡姆 ９曲の楽曲名称  
   １．バシバヤワン 
   ２．ウズハルバヤワン 
   ３．ラクバヤワン 
   ４，ムシュウレクバヤワン 
   ５．ボムバヤワン 
   ６．ジュラ 
   ７．スムバヤワン 
   ８．フデュクバヤワン 
   ９．ドガメトバヤワン 
 
 ２．１２木卡姆 12 曲の楽曲名称 
   １．ラックムカーム 
   ２．チャビアットムカーム 
   ３．ムシャーヴラクムカーム 

４．チャリガームカーム 
   ５．パンジガームカーム 
   ６．オザールムカーム 
   ７．エジャムムカーム  
   ８．ウシャームカーム 
   ９．バヤットムカーム 
   10. ナーヴァムカーム  
   11. セガームカーム 

     12. イラックムカーム 
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